
７ 会場案内

受 付 地域連携センター １階 ホール◆
地域連携センター １階 多目的教室◆ 開会行事 及び 授業公開

意見交換 本部棟 ３階 第一会議室◆
◆ 外部評価委員会 本部棟 ３階 特別会議室

＝ 鳴門教育大学 ＝
【アクセス】

◆ＪＲ「鳴門」駅 → 大学
徳島バス「鳴門教育大学」行き
「鳴門教育大学前」下車
またはタクシー（約15分）

◆高速バス停「高速鳴門」→大学
高速バス停から坂を下りて
徒歩５分のバス停「小鳴門橋」
から徳島バス「鳴門教育大学」
行き「鳴門教育大学前」下車ま
たはタクシー（約10分）

アクセスルート（航空機利用・高
速バス利用・ＪＲ利用・県内 か
らのアクセス等）や徳島バス・Ｊ
Ｒ等の時刻表等の詳細は本学ＨＰ
(http://www.naruto-u.ac.jp/)の
上部『交通･キャンパスマップ』
をクリックしてご確認ください。

【駐車場】
正門から入り，Ｐ１駐車場もしく
はＰ７駐車場をご利用ください。

８ 連 絡 先

教職大学院 コラボレーションオフィス鳴門教育大学
〒７７２-８５０２ 鳴門市鳴門町高島字中島７４８
ＴＥＬ ０８８－６８７－６６７８／６５９８
ＦＡＸ ０８８－６８７－６６９４

【会場】

○外部評価委員会･･･３階 特別会議室

○意見交換会･･･３階 第一会議室

【会場】

○受付･･･１階 ホール

○開会行事・授業公開･･･１階 多目的教室

平成29年度 鳴門教育大学 教職大学院

授業公開のご案内

「授業公開」の開催にあたって

桜のうす桃色とほのかな香りが，新年度を迎えはやる心を和ませてくれるこの頃，皆様には，ますます

ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。お陰さまで，本学教職大学院は本年度に10年目を迎える

ことになりました。この間，各県教育委員会をはじめ，各市町村教育委員会，各学校の教職員の皆様に

は，教職大学院の教育活動に温かいご理解とご支援を賜り深く感謝申し上げます。

さて，平成30年度からの幼稚園を皮切りに次期学習指導要領の施行が間近になっております。そこで

は，「主体的・対話的な深い学び」を教育活動で展開させていくことが求められています。また，教科を

横断したカリキュラム・マネジメントを軸に「社会に開かれた教育課程」で学校と地域社会が連携協働す

ることも求められています。こうした教育現場の要請を踏まえながら，私どもは「学び続ける教員の育

成」「《チーム学校》を動かす力量形成」をコンセプトに教育指導に取り組んでおります。

今回にご案内します「授業公開」では，共通科目として現職院生と学卒院生が合同で受講し，学級経営

のあり方について学び合う授業を公開いたします。多くの皆さま方にご参観いただき，大所高所からご意

見やご感想をいただければ，教員・大学院生の励みとなります。

新年度が始まって２ヶ月が過ぎたとはいえ，公私ともども何かとご多忙の毎日かとは存じます

が，万障お繰り合わせの上，是非ご参加くださいますようにご案内申し上げます。

鳴門教育大学 教職大学院 高度学校教育実践専攻長 小 坂 浩 嗣



平成29年度 鳴門教育大学 教職大学院
授業公開 開催要項

１ 開催趣旨
鳴門教育大学教職大学院は，学校や地域で指導的役割を遂行できるリーダー教員と実践的対応力・展開

力を有し熱い情熱をもつ新人教員の養成をめざしています。各県教育委員会をはじめ，各市町村教育委員
会，各学校の教職員のご理解とご支援をいただきながら，今日的教育課題をテーマに教員人材育成と資質
の向上をめざし，カリキュラムや授業改善等に取り組んでおります。
その一環として，県内外に授業を広く公開し，多くの意見をいただくことにより，カリキュラム並びに

授業改善に一層の充実発展をめざします。

国立大学法人鳴門教育大学２ 主 催

平成２９年５月２５日（木） １０：１５～１３：５０３ 日 時

鳴門教育大学 地域連携センター４ 会 場
鳴門市鳴門町高島字中島７４８〒772－8502 徳島県

５ 日 程

9:45 10:15 10:40 12:10 12:50 13:50
10:35

受 開 授 移

会 業 動 外部評価委員会
【授業公開】

行 準 ・ 本部棟３階
「学級経営の理論と実践」 特別会議室

付 事 備 昼
地域連携センター

１階 多目的教室 食

地域連携 地域連携 意見交換会
センター センター

本部棟３階
１階 第一会議室１階

ホール 多目的教室

◇開会行事
開 会 小 坂 浩 嗣（高度学校教育実践専攻長）
挨 拶 山 下 一 夫（鳴門教育大学長）
授業説明 久 我 直 人（高度学校教育実践専攻教授）

司 会 末 内 佳 代（高度学校教育実践専攻教職実践力高度化コース長）

６ 授業公開

「学級経営の理論と実践」共通科目（現職院生・学卒院生合同）☆ 授業計画案
会場：地域連携センター１階 多目的教室

（１）授業者：久我直人教授，池田誠喜准教授

（２）受講生：教職実践力高度化コース１年次生及び教員養成特別コース１年次生

（３）シラバスにおける本時の位置づけと目標

子どもの意識と行動の構造に適合した「効果のある指導」について，学級・学校経営の

改善事例を通して理解するとともに，実際の学級経営における具体的な行動プランを構想

し，グループワークを通して具体的な方策を策定することができる。

（４）本時の内容と展開

① 本時の目標と展開イメージの共有する。

② 子どもの意識と行動の構造に適合した「効果のある指導」の実践事例を通して，機能

的な学級・学校経営改善の原理と方法を理解する。

③ 校種別の現職院生・学卒院生の混合グループで，実際の学級経営における具体的な行

動プランを構想する。

１）個人学習

現職院生；これまでの自身の実践を振り返りながら，「効果のある指導」の具体的

展開の在り方を構想する。

学卒院生；これまでの小・中・高等学校における自身の経験やアイディアを組み合

わせて,「効果のある指導」の具体的展開の在り方を構想する。

２）グループ・ワーク

互いの行動プランとその展開イメージを交流し，考案した「効果のある指導」のプ

ランをブラッシュアップさせる。

３）全体シェアリング

各グループで話し合われた内容と自身のアイディアの変化等について，報告し合う。

④ 本時の学修を自身のこれまでの実践等と強く結びつけながら，学んだこと感じたこと

を，振り返りシートにまとめる。


